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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの気化器と圧縮機（１０）とを有する冷却装置のための凝縮水蒸発装置
であって、冷却装置内に発生する、蒸発させようとする凝縮水のための収容室（１２）を
有している形式のものにおいて、
　前記収容室（１２）が、前記圧縮機（１０）と熱接触して配置されていて、凝縮水から
水蒸気を発生させるために圧縮機（１０）の余熱によって加熱されており、
　前記収容室（１２）が圧縮機（１０）の外周面（１４）に当接しており、
　前記収容室（１２）が、圧縮機（１０）の外周面（１４）をほぼＣ字形に部分的に取り
囲んでいて、前記収容室（１２）の自由端部（３６ａ，３６ｂ）が終端壁（３８ａ，３８
ｂ）によって閉鎖されていて、緊締エレメント（４０）によって圧縮機（１０）の外周面
（１４）に対して緊締可能であることを特徴とする、冷却装置において凝縮水を蒸発させ
ることによって凝縮水を導出する凝縮水蒸発装置。
【請求項２】
　前記収容室（１２）が受け溝として構成されており、該受け溝が、上方に向かって開放
するほぼ長方形の横断面を有していて、圧縮機（１０）の外周面（１４）に当接する肉薄
の内壁（１６）と底部（１８）と外壁（２０）とを有している、請求項１記載の凝縮水蒸
発装置。
【請求項３】
　前記収容室（１２）の内壁（１６）と圧縮機（１０）の外周面（１４）との間に熱伝導
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ペーストが設けられる、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項４】
　前記収容室（１２）が、凝縮水を収容室（１２）内に導入する供給チューブに接続可能
である、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項５】
　前記供給チューブが、収容室（１２）の底部（１８）に対してほぼ垂直に向けられてい
て、保持エレメント（２２）によって保持されている、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項６】
　前記保持エレメント（２２）が十字形スリーブである、請求項５記載の凝縮水蒸発装置
。
【請求項７】
　前記収容室（１２）の底部（１８）に貫通孔（２４）が設けられていて、該貫通孔（２
４）に、収容室（１２）内に突入するオーバーフローパイプ（２６）が一体成形されてお
り、該オーバーフローパイプの、前記収容室（１２）の底部（１８）を基点とした高さ寸
法が、前記収容室（１２）の内壁若しくは外壁（２０）の、前記収容室（１２）の底部（
１８）を基点とした高さ寸法よりも小さい、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項８】
　前記収容室（１２）とは反対側を向いた、底部（１８）の下側面（２８）に設けられた
貫通孔（２４）に、流出チューブを収容するための管状のスリーブ（３０）が一体成形さ
れている、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項９】
　前記収容室（１２）が、横断面の拡大した少なくとも１つの領域（３２）を有しており
、該領域（３２）内に流入チューブの保持エレメント（２２）及び／又はオーバーフロー
パイプ（２６）が一体成形されている、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項１０】
　前記収容室（１２）が、曲がり性能を高めるための、横断面の縮小された少なくとも１
つの領域（３４）を有している、請求項１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項１１】
　前記収容室（１２）の自由端部（３６ａ，３６ｂ）に付加部（４２ａ，２４ｂ）が一体
成形されており、該付加部に緊締エレメント（４０）が係止可能である、請求項１記載の
凝縮水蒸発装置。
【請求項１２】
　緊締エレメント（４０）はばねクリップである、請求項１１記載の凝縮水蒸発装置。
【請求項１３】
　気化器と凝縮器と圧縮機（１０）とを有する冷却回路を備えた冷却装置において、
　凝縮水が、請求項１から１２までのいずれか１項記載の凝縮水蒸発装置内に導入可能で
あって、該凝縮水蒸発装置が圧縮機（１０）と熱接触して配置されていることを特徴とす
る、冷却装置。
【請求項１４】
　前記冷却装置は配電盤のためのものである、請求項１３記載の冷却装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、気化器と凝縮器と圧縮機とを有する冷却回路を備えた、特に配電盤のための
冷却装置に関する。この場合、発生した凝縮水は、凝縮水収容室を備えた凝縮水蒸発装置
内で気化される。
【０００２】
　このような形式の冷却装置は、例えば配電盤を温度調節するために使用される。配電盤
内には多数の電子構成部品が収容されており、これらの電子構成部品は、多量の電力損失
を熱として放出する。気化器において発生する凝縮水は液滴として滴り落ち、気化器の下
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に配置された凝縮水収集容器内に収容される。凝縮水を、ポンプ装置によって凝縮水収集
容器から、電気的に加熱された凝縮水蒸発装置に供給することは公知である。凝縮水は凝
縮水蒸発装置内で気化され、水蒸気として周囲に放出される。
【０００３】
　凝縮水収集容器内の凝縮水が充填限界レベルに達したことが、センサ装置若しくはフロ
ートスイッチによって検出されると、一方ではポンプ装置がスイッチオンされ、他方では
凝縮水蒸発装置内のヒータがスイッチオンされる。凝縮水収集容器内の凝縮水レベルが所
定の充填レベルを下回ると、ポンプ装置も、凝縮水蒸発装置内のヒータもスイッチオフさ
れる。このような解決策は、技術的に高い費用がかかり、従って実現するために高価なコ
ストを必要とし、ひいては凝縮水蒸発装置の電気ヒータのための追加的なエネルギーを必
要とする。
【０００４】
　凝縮水蒸発を電気ヒータによって行う以外に、高温ガス熱を使用することも知られてい
る（冷媒回路の高圧ライン）。
【０００５】
　本発明の課題は、特に冷却装置において、凝縮水蒸発装置を用いて凝縮水を導出し、発
生した凝縮水を、できるだけ安価な技術的コストで、追加的なエネルギーを必要とするこ
となしに、蒸発させることである。また、このために用いられた凝縮水蒸発装置はできる
だけ簡単な構成のものでなければならない。
【０００６】
　この課題は、請求項１に記載した特徴を有する凝縮水蒸発装置によって、及び請求項１
３に記載した特徴を有する冷却装置によって解決される。有利な実施態様は、従属請求項
に記載されている。
【０００７】
　本発明の凝縮水蒸発装置によれば、収容室が前記圧縮機と熱接触して配置されていて、
凝縮水から水蒸気を発生させるために圧縮機の余熱によって加熱されるようになっている
。このために、本発明によれば、圧縮機の余熱が、収容室内に存在する凝縮水を加熱し、
かつ蒸発させるために用いられる。例えば電気駆動式のヒータのために追加的なエネルギ
ーを使用する必要はない。むしろ、冷却装置の圧縮機により発生した余熱が蒸発のために
使用される。
【０００８】
　従って、本発明の凝縮水蒸発装置を使用することによって、運転コストは軽減される。
しかも、追加的なエネルギーによって駆動されるヒータのために高価な構造は必要ない。
従って全体的に見て、本発明による凝縮水蒸発装置は、製造費用及び運転費用が安価であ
る。
【０００９】
　本発明の有利な実施態様によれば、収容室は圧縮機の外周面に当接していて、該圧縮機
を少なくとも部分的に包囲している。これによって、一方では、圧縮機と収容室との間の
良好な熱接触が確実に得られる。他方では特にコンパクトな構造が実現される。
【００１０】
　特に簡単な形式で、収容室は受け溝として構成されている。この受け溝は、上方に向か
って開放するほぼ長方形の横断面を有していて、圧縮機の外周面に当接する肉薄の内壁と
底部と外壁とを有している。このような構造は、例えばプラスチック射出成形部として非
常に簡単に製造することができる。この場合、圧縮機の外周面に当接する内壁が薄ければ
薄い程、圧縮機から、収容室内に存在する蒸発させようとする凝縮水への熱の伝導がより
良好に行われる。
【００１１】
　圧縮機から、収容室内に存在する凝縮水への熱の伝導をさらに改善するために、収容室
の内壁と圧縮機の外周面との間に熱伝導ペーストを設けることができる。
【００１２】
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　例えば、冷却装置の気化器における露点を下回ることによって発生する凝縮水は、有利
な実施態様によれば、供給チューブを介して、凝縮水蒸発装置の収容室内に導入される。
【００１３】
　収容室内に凝縮水を最適に導入することができるようにするために、供給チューブが、
収容室の底部に対してほぼ垂直に向けられていて、保持エレメントによって保持されてい
る。この場合、保持エレメントは、十字形スリーブであるか、又は特に収容室の底部に一
体成形された適当なリブ装置であってよい。
【００１４】
　収容室内の凝縮水量が過剰になり、凝縮水が制御不能に溢流するのを避けるために、収
容室の底部に貫通孔が形成されており、該貫通孔に、収容室内に突入するオーバーフロー
パイプが一体成形されている。このオーバーフローパイプの、前記収容室の底部を基点と
した高さ寸法は、前記収容室の内壁若しくは外壁の、前記収容室の底部を基点とした高さ
寸法よりも小さい。
【００１５】
　オーバーフローパイプを介して溢れ出す凝縮水を、制御可能に溢流させるために、収容
室とは反対側を向いた、底部の下側の貫通孔に管状のスリーブが一体成形されており、こ
のスリーブに適当な流出チューブが被せ嵌めることができる。
【００１６】
　収容室は、横断面の拡大した少なくとも１つの領域を有しており、該領域内に流入チュ
ーブの保持エレメント及び／又はオーバーフローパイプが一体成形されている。このよう
な手段によって、圧縮機の外周面を包囲する凝縮水にほぼ連続的に熱を伝達することがで
き、しかもこの領域内の追加的な装置が、蒸発を妨げることはない。また、横断面の拡大
した領域は、保持エレメントに追加的なチューブを被せ嵌める際の、及び／又はオーバー
フローパイプの管状のスリーブに流出スリーブを被せ嵌める際の操作をし易くする。
【００１７】
　蒸発装置の外周面に取り付けるための収容室の曲がり性能を高めるために、収容室は、
横断面の縮小された少なくとも１つの領域を有していてよい。
【００１８】
　本発明の別の有利な実施態様によれば、収容室は、圧縮機の外周面をほぼＣ字形に少な
くとも部分的に包囲する。この場合、収容室の自由端部は終端壁によって閉鎖されている
。
【００１９】
　緊締エレメントによって、収容室の自由端部は圧縮機の外周面に対して緊締することが
できる。緊締エレメント（特にばねクリップであってよい）は、収容室の自由端部に一体
成形された付加部に係止することができる。
【００２０】
　本発明によればさらに、気化器と凝縮器と圧縮機とを有する冷却回路を備えた、特に配
電盤のための冷却装置が提供されている。この冷却装置においては、凝縮水が、本発明に
よる上記凝縮水蒸発装置内に導入され、該凝縮水蒸発装置が圧縮機と熱接触して配置され
ている。
【００２１】
　本発明を以下に図面を用いて具体的に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明による凝縮水蒸発装置の概略的な斜視図である。
【図２】自由端部にばねクリップが設けられている、図１に示した凝縮水蒸発装置の概略
的な平面図である。
【図３】図１及び図２に示した凝縮水蒸発装置の概略的な側面図である。
【図４】図１乃至図３に示した凝縮水蒸発装置の取り付けられている圧縮機の概略的な側
面図である。
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【図５】図１乃至図３に示した凝縮水蒸発装置が取り付けられている、図５に示した圧縮
機の概略的な正面図である。
【図６】図１乃至図３に示した凝縮水蒸発装置が取り付けられている、図４及び図５に示
した圧縮機の概略的な平面図である。
【００２３】
　図１は、一体的に構成されたプラスチック射出成形部としての凝縮水蒸発装置を示す。
凝縮水蒸発装置は収容室１２を有しており、該収容室１２は、ほぼＣ字形に湾曲された受
け溝として構成されている。収容室１２は、上方に開いたほぼ長方形の横断面を有してい
て、底部１８と外壁２０とを有している。収容室１２は、（図示していない）供給チュー
ブに接続することができる。この供給チューブは、（図示していない）気化器において発
生する凝縮水を収容室１２内に導入する。このために、収容室１２の底部１８に保持エレ
メント２２が一体成形されている。この保持エレメント２２は十字形スリーブとして構成
されているので、供給チューブが被せ嵌められると、凝縮水が、十字形に交差し合う十字
形スリーブのリブ間に流入する。収容室１２の底部１８は貫通孔２４を有しており、該貫
通孔２４に、収容室１２内に突入するオーバーフローパイプ２６が一体成形されている。
【００２４】
　収容室１２の底部１８上のオーバーフローパイプ２６の高さは、底部１８上の収容室１
２の外壁２０若しくは内壁１６の高さよりも低い。
【００２５】
　収容室１２は、横断面の拡大した領域３２を有している。この領域３２は、外壁２０を
外方へ折り曲げることによって形成される。領域３２内に、一方では供給チューブを被せ
嵌めるための保持エレメント２２が配置され、他方では貫通孔２４に一体成形されたオー
バーフローパイプ２６が配置されている。
【００２６】
　収容室１２はさらに、横断面の縮小された領域３４を有している。この横断面の縮小さ
れた領域３４で以て、Ｃ字形の収容室１２は、（図２には図示していない）圧縮機に取り
付けるためにフレキシブルに曲げることができる。
【００２７】
　Ｃ字形の収容室１２は、２つの自由端部３６ａ及び３６ｂを形成する。自由端部３６ａ
は、終端壁３８ａによって閉鎖され、自由端部３６ｂは終端壁３８ｂによって閉鎖される
。
【００２８】
　収容室１２の自由端部３６ａ，３６ｂには、終端壁３８ａ，３８ｂの延長部にそれぞれ
付加部４２ａ及び４２ｂが一体成形されていて、これらの付加部４２ａ，４ｂに、ばねク
リップとして形成された緊締エレメント４０が引っ掛けられるようになっている。クリッ
プ状の緊締エレメント４０は、板ばねより形成されていて、２つの端部４４ａ及び４４ｂ
を有しており、これらの端部４４ａ，４４ｂは、Ｓ字状若しくはＺ字状に湾曲されている
。緊締エレメント４０の端部４４ａは、収容室１２の自由端部３６ａに設けられた付加部
４２ａにスナップ式に係止し、これに対して緊締エレメント４０の端部４４ｂは、収容室
１２の自由端部３６ｂに設けられた付加部４２ｂにスナップ式に係止する。
【００２９】
　図３は、図１及び図２に示した凝縮水蒸発装置の概略的な側面図を示す。
【００３０】
　図３によれば、横断面の拡大した領域３２が、収容室１２の側方に取り付けられている
。領域３２の底部は、収容室１２の底部１８に対して段状に上方にずらされている。
【００３１】
　収容室の底部１８若しくは領域３２の底部の、収容室１２若しくは領域３２とは逆向き
の下側面２８において、貫通孔２４に、（図示していない）流出チューブを収容するため
の管状のスリーブ３０が一体成形されている。
【００３２】
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　図４には、圧縮機１０の概略的な側面図が示されており、該圧縮機１０に、図１乃至図
３に示した凝縮水蒸発装置が取り付けられている。図５は、図４に示した圧縮機１０の正
面図が示されている。
【００３３】
　圧縮機１０は、ほぼ円筒形の外周面１４を有している。圧縮機１０の正面側に液滴分離
器４６が配置されており、該液滴分離器４６は、曲管４８を介して圧縮機１０に接続され
ている。
【００３４】
　図６は、図４及び図５に示した圧縮機１０の概略的な平面図を示す。
【００３５】
　凝縮水蒸発装置の収容室１２は、圧縮機１０と熱接触して配置されている。この場合、
収容室１２は、圧縮機の外周面１４に当接している。受け溝として構成された収容室１２
は、その肉薄の内壁１６が圧縮機１０の外周面１４に直接当接している。追加的に、圧縮
機１０の外周面１４と収容室１２の内周面１６との間に、（図示していない）熱伝導ペー
ストを設けることができる。
【００３６】
　収容室１２は、圧縮機１０の外周面１４に緊締エレメント４０によって緊締されている
。
【００３７】
　緊締エレメント４０は、曲管４８の領域内に切欠５０を有しており、この切欠５０を通
って、曲管４８が圧縮機１０から液滴分離器４６まで延在している。
【００３８】
　図４乃至図６に示した圧縮機１０は、特に配電盤のための（図示していない）冷却器の
一部である。このような形式の冷却装置の冷却回路は、圧縮機１０の隣に、さらに少なく
とも１つの圧縮機と凝縮器とを有している。気化器において発生する凝縮水は、図１乃至
図６に示した凝縮水蒸発装置内に導入され、ここで圧縮機１０の余熱によって加熱され、
それによって気化される。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　圧縮機、　１２　収容室、　１４　圧縮機１０の外周面、　１６　収容室１２の
内周面、　１８　底部、　２０　外壁、　２２　保持エレメント、　２４　貫通孔、　２
６　オーバーフローパイプ、　３０　スリーブ、　３２　横断面の拡大した領域、　３４
　横断面の縮小された領域、　３６ａ、３６ｂ　自由端部、　３８ａ，３８ｂ　終端壁、
　４０　緊締エレメント、　４２ａ，４２ｂ　付加部、　４６　液滴分離器、　４８　曲
管、　５０　切欠
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